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校長 新井 和良

校庭の木々の芽もふくらみ、春の日差しが

一段とまぶしくなってきました。学校では、

一年で最も大切な儀式である卒業式を無事に

終え、６年生４１名が中学校へ向けて巣立っ

ていきました。卒業生の保護者の皆様大変お

めでとうございます。６年生は勉強に運動に

力をつけ、たくましく成長しました。６年間

見守っていただきましたＰＴＡや地域の皆様、

安心の家や自主安全パトロールの皆様、交通

指導員の皆様、更生保護女性会の皆様、民生児童委員の皆様、子供育成会の皆様、

大変お世話になりました。そして、これからもよろしくお願いいたします。

３月１１日の東北地方太平洋沖地震とそれに伴う大津波により、大勢の犠牲

者や被災者を出しました。まさに国難です。これを境に日本の世の中は大きく

変わりました。私たちも気持ちを新たにしていかなければいけません。

朝礼では、子どもたちに大震災について聞いてみました。子どもたちは、大

きな地震を実際に体験するとともに、新聞やニュースを見て東北地方や関東東

部の災害の状況をよく知っていました。千年に一度という大きな災害と向き合

い、子どもたちには私たちが今できることについて話をしました。

被災者が目の前にいれば助けることができますが、遠く離れている私たちに

はそれができません。そこで、私たちは一日も早く日本を立ち直らせるため、

次の３つを頑張ろうと話しました。それは「助け合うこと」「勉強をがんばる

こと」「体力をつけること」です。助け合うことでは、一人一人が力を合わせ

て生きる気持ちをこの経験を生かして育ててほしいと思いました。次に勉強を

頑張ることは、我が国を立ち直らせるために一番大切な事だと思います。また、

体力をつけることは、いろいろな困難を乗り越えるための基盤になると思いま

した。最後に「先生の話を静かに聞くこと」を付け足しました。これから大き

な災害が起こったときに、被害を最小限にとどめるために必要だと思いました。

日本の復興には１０年かかると思います。その頃は丁度子どもたちが大人に

なる頃です。子どもたちの成長や向上が我が国の希望の光であると思います。

３月４日（金）に学

校評議員会を開催し、

「学力向上」「ノーチャイム」「自主マラソン」等の今年度の本校の取り組みと、

子どもたちの様子について知らせ協議しました。今後も改善を図っていきます。



３月４日(金）に６年

生を送る会を行いまし

た。１年生から５年生

までの各学年の児童が

６年生への感謝の気持

ちを込めて、歌や合奏

を発表しました。

６年生も「栄光の架

橋」の合奏や「With you smile」の合唱など、さすがは６年

生と思わせる素晴らしい合奏と合唱でお返しをしました。

３月４日（金）の６年生を送る会に引き続き、

３月総会を開催しました。平成 22 年度の事業報

告や会計報告が行われ、平成 23 年度の本部役員

が拍手をもって承認されました。新役員の皆様よ

ろしくお願いします。22 年度の本部役員・実行

委員の皆様、大変お世話になりました。また、退

会される PTA 会員の皆様には、長年にわたり教

育活動へのご支援ご協力ありがとうございました。

２月２８日（月）から３月４日（金）まで、今年度

最後の「あいさつ運動」を行いました。冷たい雨の日

もありましたが、区長さん、更生保護女性会や青少推

のみなさん、PTA 会長さん、大勢の東中の生徒のみな

さんに応援していただきました。ありがとうございました。

３月１２日（土）に今年度最

後のＰＴＡ廃品回収を実施しま

した。ＰＴＡ会員や役員の皆様、ご協力ありがとうございました。

３月１４日（月）に美九里地区更生保護女性会の皆様から卒業

生が卒業式につけるコサージュのプレゼントをいただきました。

ピンクに染めた繭で作った桜の手作りコサージュです。卒業生は

心のこもったコサージュを胸につけて巣立っていきました。


